
（別紙３）

～ 2024年　11月　15日

（対象者数） 33名 （回答者数） 20名

～ 2024年　10月　31日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

将来的には、利用者が地域で生活していくことを踏ま
え、保護者間、地域との活動の場を広げていきます。

2

各自の個性や価値観を尊重し、違いを認めあるような
機会を提供し、支援します。

3

個々の利用者の情報を職員間で共有を深め、専門的支
援に反映させていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

人と人とが繋がる重要性に目を向け、今後は小規模か
らイベントの開催を目指していく

2

3

5領域をまんべんなく網羅した日々の活動や行事の豊富
さ

季節感や時流に合わせて利用者が楽しめる、必要と思わ
れる活動を常に工夫しています。

○事業所名 整育園通所センター　放課後等デイサービス　ちあふる

○保護者評価実施期間 2024年　11月　5日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2024年　10月　21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　2月　14日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

多様な背景をもつ利用児たちがともに育ちあう環境 異なる考え方や価値観に触れることで視野が広がり、創
造性が芽生えるような環境を提供します。
お互いを尊重し、受け入れる姿勢を育みます。

作業療法士が行う専門的な支援 セラピストが多く在籍する法人だからこそできる個々に
必要とされる専門的な支援を行うことができます。(粗
大運動から感覚統合、ソーシャルスキルトレーニングま
で）

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域や保護者同士が交流の場が少ない コロナ禍で行事の開催が難しかったことに加え、放課後
等デイサービス期待される役割の多さ（地域支援、きょ
うだい児支援、レスパイト等）

事業所における自己評価総括表公表


